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 論文審査の結果の要旨
 奥野浩提出の論文は,重イオン深部非弾性散乱における核子輸送現象に関し,特に,荷電平
 衡過程の機構を理論的に解明するロこと,又,それを通して,荷電平衡過程に関して現在提起さ
 れている二つの相異なる視点,つまり,量子的集団運動として視点と,統計的非集団運動とし
 ての視点,の相関を明きらかにすることを目的としている。
 この為に,荷電平衡過程を基本的に量子的集団運動と見做す時間に依存する動的輸送理論を
 展開した。その際,巨視的自由度(重イオン間相対運動および荷電平衡過程の自由度)と,微視
 的露由度(散乱核の内部自由度)との結合は,線型応答理論に基づいて取扱った。関連した他の
 理論に比べ,重イオン問相対運動と荷電平衡過程の結合をあからさまに取扱っていること,荷
 電平衡の自由度に対して統計的揺らぎおよび量子的揺らぎを共に考慮していること,荷電平衡
 の自由度に対する質量および摩擦係数を流体模型に基づいて核間相対距離の関数として求めて
 いることに,本理論の特徴がある。
 この理論的枠組を用い,86Kr+92Mo散乱(入射エネルギー430MeV)および56Fe+2。9Bl散乱
 (入射エネルギー8.3MeV/雛)における荷電平衡過程の解析を行い,荷電分布の平均値および分
 散に関し,実験値と理論値との良い一致を得た。その結果,荷電平衡過程の特性に関し,次の
 知見を得た。(i)解析した散乱系における荷電平衡過程は,反応過程全体に渡り過減衰運動で
 ある。(2)従って,荷電平衡過程の記述に当たっては,本来の量子的集団理論における位相空
 間でのフォッカー・プランク方程式を用いる必要はなく,統計的非集団理論で用いられると同
 様な,時間と座標のみを含むスモルコフスキー方程式で十分である。(3)しかし,そのスモル
 コフスキー方程式は,通常の核温度を,量子的零点振動エネルギーを考慮した有効温度におき
 かえることにより補正しなければならない。この意味において,荷電平衡過程は半量子的過程
 である。(4〉荷電平衡過程の質量と廉擦係数を流体力学的に決定する際,微視的考察を付与す
 ることが肝要である。
 本研究は,最近活発に行なわれているこの方面の研究に新しい知見を与え,且つ,今後の研
 究発展の展望を聞くものであり,著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学
 識を有することを示している。
 よって,本論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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